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『
琉
球
国
図
』の
薩
琉
航
路　
『
琉
球
御
渡
海
日
記
』か
ら
考
え
る
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は
じ
め
に

❶『
琉
球
国
図
』に
描
か
れ
た
航
路

❷『
琉
球
御
渡
海
日
記
』か
ら
見
た
薩
琉
航
路

❸『
琉
球
国
図
』の
航
路
検
証

お
わ
り
に

　

中
世
に
お
け
る
日
本
―
琉
球
の
海
上
交
通
の
様
相
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
は
極
め

て
少
な
い
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
蔵
『
琉
球
国
図
』
は
一
七
世
紀

末
の
写
図
な
が
ら
、
一
五
世
紀
半
ば
に
琉
球
貿
易
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
博
多
商
人
の
薩
摩
―
琉
球

の
航
海
情
報
を
多
分
に
含
む
と
い
う
点
で
、
稀
有
に
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
た
だ
し
傍
証
の
乏

し
さ
か
ら
、
同
時
代
史
料
に
依
拠
し
て
内
容
を
十
分
に
検
証
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
本

論
文
で
は
、『
琉
球
御
渡
海
日
記
』（
一
六
三
八
―
三
九
年
）
を
主
と
し
た
近
世
初
期
の
航
海
記
録
と

照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、『
琉
球
国
図
』
に
描
か
れ
た
航
路
の
使
用
実
態
の
遡
及
的
な
分
析
・
検

討
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、『
琉
球
国
図
』
に
描
か
れ
た
計
三
本
の
航
路
は
、
方
向
性
（
薩
摩
→
琉
球
／
琉

球
→
薩
摩
）
お
よ
び
時
期
に
よ
っ
て
使
用
実
態
が
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
ま
た
航
路
の
使
用
に
際
し
て
最
も
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
七
島
灘
（
黒
潮
）
を
越
え
る
際
の

方
向
性
で
あ
り
、
薩
摩
か
ら
琉
球
へ
向
か
う
場
合
に
の
み
、
北
上
す
る
黒
潮
を
横
切
る
た
め
に
口
永

良
部
島
へ
の
寄
航
・
風
待
ち
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。
ま
た
近
世
期
の
国
絵
図
を
参
照

し
つ
つ
、『
琉
球
国
図
』
の
薩
琉
航
路
上
の
寄
航
地
（
口
永
良
部
島
・
大
島
・
徳
之
島
）
の
比
定
も

試
み
た
。
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